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４ 水質関係

（注）　１　自然環境保全：自然探勝等の環境保全 
２　水　　道１級：ろ過等による簡易な浄水操作を行うもの 
　　　 〃 　２級：沈殿ろ過等による通常の浄水操作を行うもの 
　　　 〃 　３級：前処理等を伴う高度の浄水操作を行うもの 

　　　３　水　　産１級：ヤマメ、イワナ等貧腐水性水域の水産生物用並びに水産２級及び水産３級の水産生物用 
　　　 〃 　２級：サケ科魚類及びアユ等貧腐水性水域の水産生物用及び水産３級の水産生物用 
　　　 〃 　３級：コイ、フナ等、β―中腐水性水域の水産生物用 
４　工業用水１級：沈殿等による通常の浄水操作を行うもの 
　　　 〃 　２級：薬品注入等による高度の浄水操作を行うもの 
　　　 〃 　３級：特殊の浄水操作を行うもの 

　　　５　環 境 保 全：国民の日常生活（沿岸の遊歩等を含む。）において不快感を生じない限度

（１）生活環境の保全に関する環境基準
　ア　河川（湖沼を除く。）
　（ア）

　（イ）

基　　　　　　　準　　　　　　　値

利用目的の適応性

項目　

　類型
大腸菌群数

溶存酸素量
（DO）

浮遊物質量
（SS）

生物化学的
酸素要求量
（BOD）

水素イオン
濃度（pH）

５０MPN
／１００ mL以下

７.５㎎／L以上２５㎎／L以下１㎎／L以下
６.５以上

８.５以下

水 道 １ 級
自 然 環 境 保 全
及びＡ以下の欄に掲げるもの

ＡＡ

１,０００MPN
／１００ mL以下

７.５㎎／L以上２５㎎／L以下２㎎／L以下
６.５以上

８.５以下

水 道 ２ 級
水 産 １ 級
水 浴
及びＢ以下の欄に掲げるもの

Ａ

５,０００MPN
／１００ mL以下

５㎎／L以上２５㎎／L以下３㎎／L以下
６.５以上

８.５以下

水 道 ３ 級
水 産 ２ 級
及びＣ以下の欄に掲げるもの

Ｂ

―５㎎／L以上５０㎎／L以下５㎎／L以下
６.５以上

８.５以下

水 産 ３ 級
工 業 用 水 １ 級
及びＤ以下の欄に掲げるもの

Ｃ

―２㎎／L以上１００㎎／L以下８㎎／L以下
６.０以上

８.５以下

工 業 用 水 ２ 級
農 業 用 水
及 び Ｅの欄に掲げるもの

Ｄ

―２㎎／L以上
ごみ等の浮遊
が認められな
いこと。

１０㎎／L以下
６.０以上

８.５以下
工 業 用 水 ３ 級
環 境 保 全Ｅ

全公共用水域のうち、水域類型ごとに指定する水域該当
水域

備考：１　基準値は、日間平均値とする。（湖沼もこれに準ずる。）

該当水域

基　　　準　　　値

水生生物の生息状況の適応性

項目

類型

直鎖アルキルベンゼ
ンスルホン酸及びそ
の塩（LAS）※２

ノニルフェノール※１全　亜　鉛

全公共用水域のう
ち、水域類型ごと
に指定する水域

０.０３㎎／L以下　０.００１㎎／L以下０.０３㎎／L以下
イワナ、サケマス等比較的低温
域を好む水生生物及びこれらの
餌生物が生息する水域

生 物 Ａ

０.０２㎎／L以下０.０００６㎎／L以下０.０３㎎／L以下

生物Ａの水域のうち、生物Ａの
欄に掲げる水生生物の産卵場
（繁殖場） 又は幼稚仔の生育場
として特に保全が必要な水域

生物特Ａ

０.０５㎎／L以下　０.００２㎎／L以下０.０３㎎／L以下
コイ、フナ等比較的高温域を好
む水生生物及びこれらの餌生物
が生息する水域

生 物 Ｂ

０.０４㎎／L以下　０.００２㎎／L以下０.０３㎎／L以下

生物Ａ又は生物Ｂの水域のう
ち、生物Ｂの欄に掲げる水生生
物の産卵場（繁殖場） 又は幼稚
仔の生育場として特に保全が必
要な水域

生物特Ｂ

備考　　基準値は、年間平均値とする。（湖沼もこれに準ずる）
　　　※１　ノニルフェノールは、平成２４年８月２２日環境省告示第１２７号により追加。
　　　※２　LASは、平成２５年３月２７日環境省告示第３０号により追加。
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　イ　湖　沼（天然湖沼及び貯水量が１,０００万�以上であり、かつ、水の滞留時間が４日間以上である人工湖）
　（ア）

基　　　　　　　　準　　　　　　　　値

利用目的の適応性

項目　

　類型
大腸菌群数溶存酸素量

（DO）
浮遊物質量
（SS）

化学的酸素
要　求　量
（COD）

水素イオン
濃度（pH）

５０MPN
／１００ mL以下

７.５㎎／L以上１㎎／L以下１㎎／L以下
６.５以上
８.５以下

水 道 １ 級
水 産 １ 級
自 然 環 境 保 全
及びＡ以下の欄に掲げるもの

ＡＡ

１,０００MPN／
　１００ mL以下

７.５㎎／L以上５㎎／L以下３㎎／L以下
６.５以上
８.５以下

水 道 ２ 、 ３ 級
水 産 ２ 級
水 浴
及びＢ以下の欄に掲げるもの

Ａ

－５㎎／L以上１５㎎／L以下５㎎／L以下
６.５以上
８.５以下

水 産 ３ 級
工 業 用 水 １ 級
農 業 用 水
及びＣの欄に掲げるもの

Ｂ

－２㎎／L以上
ごみ等の浮遊
が認められな
いこと。

８㎎／L以下
６.０以上
８.５以下

工 業 用 水 ２ 級
環 境 保 全Ｃ

全公共用水域のうち、水域類型ごとに指定する水域該当
水域

備考：水産１級、水産２級及び水産３級については、当分の間、浮遊物質量の項目の基準値は適用しない。

（注）１　自然環境保全：自然探勝等の環境保全
２　水　　道１級：ろ過等による簡易な浄水操作を行うもの
　　　〃　２、３級：沈殿ろ過等による通常の浄水操作、又は、前処理等を伴う高度の浄水操作を行うもの
３　水　　産１級：ヒメマス等貧栄養湖型の水域の水産生物用並びに水産２級及び水産３級の水産生物用
　　　 〃 　２級：サケ科魚類及びアユ等貧栄養湖型の水域の水産生物用並びに水産３級の水産生物用
　　　 〃　 ３級：コイ、フナ等富栄養湖型の水域の水産生物用
４　工業用水１級：沈殿等による通常の浄水操作を行うもの
　　　 〃 　２級：薬品注入等による高度の浄水操作、又は、特殊な浄水操作を行うもの
５　環 境 保 全：国民の日常生活（沿岸の遊歩等を含む。）において不快感を生じない限度

　（イ）

該当水域
基　　　準　　　値

利用目的の適応性
項目

類型 全　　燐全　窒　素

全公共用水域のうち、
水域類型ごとに指定す
る水域

０.００５㎎／L以下０.１㎎／L以下自 然 環 境 保 全
及びⅡ以下の欄に掲げるものⅠ

０.０１㎎／L以下０.２㎎／L以下

水 道 １ 、 ２ 、 ３ 級
（ 特 殊 な も の を 除 く 。）
水 産 １ 種
水浴及びⅢ以下の欄に掲げるもの

Ⅱ

０.０３㎎／L以下０.４㎎／L以下水 道 ３ 級 （ 特 殊 な も の ）
及びⅣ以下の欄に掲げるものⅢ

０.０５㎎／L以下０.６㎎／L以下水 産 ２ 種
及 び Ⅴ の 欄 に 掲 げ る も のⅣ

０.１㎎／L以下１㎎／L以下

水 産 ３ 種
工 業 用 水
農 業 用 水
環 境 保 全

Ⅴ

備考：１　基準値は、年間平均値とする。
２　水域類型の指定は、湖沼植物プランクトンの著しい増殖を生ずるおそれがある湖沼について行うものとし、

全窒素の項目の基準値は、全窒素が湖沼植物プランクトンの増殖の要因となる湖沼について適用する。
３　農業用水については、全燐の項目の基準値は適用しない。

（注）１　自然環境保全：自然探勝等の環境保全
２　水　　道１級：ろ過等による簡易な浄水操作を行うもの
　　　　〃　　２級：沈殿ろ過等による通常の浄水操作を行うもの
　　　　〃　　３級：前処理等を伴う高度の浄水操作を行うもの（「特殊なもの」とは、臭気物質の除去が可能な特

殊な浄水操作を行うものをいう。）
３　水　　産１種：サケ科魚類及びアユ等の水産生物用並びに水産２種及び水産３種の水産生物用
　　　　〃　　２種：ワカサギ等の水産生物用及び水産３種の水産生物用
　　　　〃　　３種：コイ、フナ等の水産生物用
４　環　境　保　全：国民の日常生活（沿岸の遊歩等を含む。）において不快感を生じない限度



111

水
質
関
係

4

　（ウ）

（２）地点別BOD７５％値と環境基準達成率の推移（過去５年間）

平成２５年度平成２４年度平成２３年度平成２２年度平成２１年度類
型地点名

基
準
点

番
号水域名

×６.４○４.９○４.４×７.３×５.４C笹 目 橋○１荒川下流（１）

○
１.７

○
１.５

○
１.１

○
１.３

○
１.１A治　　　水　　　橋　※３○３

荒 川 中 流 １.４１.２１.０１.４１.８A開　　　平　　　橋　※３○４
１.４１.１０.９１.２１.０A久　　　下　　　橋　※３○６

○０.９○０.９○０.６○０.６○０.７A正 喜 橋○７
荒川上流（２） ０.８０.８０.８０.７１.２A親 鼻 橋○８

○＜０.５○＜０.５○＜０.５○＜０.５○０.８AA中津川合流点前○９荒川上流（１）

○４.３○５.３○４.９○５.４○６.５D八　　　丁　　　橋　※４○１０
芝 川 ４.０４.９５.７５.５５.２D山　　　王　　　橋　※４○１２

○３.３×５.６○４.４×６.２×８.３C中 土 手 橋○１８鴨 川

×２.２○２.０○１.５○１.９○１.４A入　　間　　大　　橋　※１○２０
入 間 川 下 流 １.６１.００.７１.０１.０A落　　　合　　　橋　※１○２１

○０.７○０.６○＜０.５○＜０.５○１.３A給食センター前○２５入 間 川 上 流
○２.３○２.９○１.９○１.８○１.６B落 合 橋○２６越 辺 川 下 流
○１.１○０.９○０.９○０.６○１.７A今 川 橋○２７越 辺 川 上 流
○０.８○０.７○０.５○０.７○０.６A東 松 山 橋○２９都 幾 川
○１.２○１.３○１.６○２.３○２.５B兜 川 合 流 点 前○３１槻 川
○０.６○０.６○＜０.５○＜０.５○＜０.５A高 麗 川 大 橋○３３高 麗 川
×３.１○１.９○２.２○２.０○１.７Bと　　　げ　　　橋　※１○３５小 畔 川
○１.８○１.３○１.２○１.２○２.７B大　　　和　　　橋　※２○３６霞 川
○０.９○０.６○０.５○０.５○１.５A成 木 大 橋○３７成 木 川
○３.５○２.７○３.９○２.６○４.２C徒 歩 橋○３８市 野 川 下 流
○２.７○１.９○２.０○２.０○２.９B天 神 橋○３９市 野 川 上 流
○２.０○２.８○２.６○２.８○２.６B吉 見 橋○４１和 田 吉 野 川
○０.６○０.５○０.７○＜０.５×１.２AA赤　　　平　　　橋　※１○４２赤 平 川
○１.０○１.０○１.１○１.０○１.４A原 谷 橋○４３横 瀬 川
○２.９○３.４○３.５○２.５○３.５C八 条 橋○４６中 川 中 流
○３.４○２.９○３.８○３.０○３.４C豊 橋○４８中 川 上 流
○３.７○４.５○４.８○３.４○４.４C内 匠 橋○５２綾 瀬 川 下 流
－※６－※６－※６－※６○３.４○３.２○４.１C畷 橋○５５綾 瀬 川 上 流
○７.９○７.６○７.０○４.５○４.９D綾瀬川合流点前　※２○５７古 綾 瀬 川
○３.６○４.３○４.０○４.０○４.８C葛　　　三　　　橋　※２○５９大 場 川
○３.９○３.２×５.７○３.７○２.６C中 島 橋○６０元 荒 川
○４.５○４.０×５.３○３.９○３.０C昭 和 橋○６４新 方 川
×５.３○３.９○４.０○２.５○２.９Cふ れ あ い 橋○６５大落古利根川

○３.５○２.８○４.１○２.９○３.７C笹　　　目　　　橋　※５○６８
新 河 岸 川 ２.３２.１２.２１.８２.３Cい　　ろ　　は　　橋　※５○６９

○２.４○２.４○２.８○２.２○２.４C三　　　園　　　橋　※５○７１白 子 川
○１.１○１.２○１.７○１.７○１.８C東 橋○７２黒 目 川
○２.８○１.５○３.３○２.０○２.５C栄 橋○７４柳 瀬 川
×５.１○４.６○５.３○４.９○４.６C不　　　老　　　橋　※４○７７不 老 川

○
２.０

○
１.７

○
１.６

○
１.５

○
２.０A栗 橋○７９

利 根 川 中 流 １.１１.２１.０１.３１.６A利 根 大 堰○８０
０.９１.３１.５１.５１.６A坂 東 大 橋○８３

○１.７○１.２○１.３○１.８○１.５A流 山 橋○８４江 戸 川 上 流
×５.０×７.３×５.３×３.２×６.８B昭 和 橋○８７福 川
○２.６○２.５○２.６○２.７○２.６B新 明 橋○８８小 山 川 下 流
○２.０○２.０×２.２○１.５×２.２A一 の 橋○８９小 山 川 上 流

○：環境基準達成　　　×：環境基準非達成

該当水域

基　　　準　　　値

水生生物の生息状況の適応性

項 目

類 型

直鎖アルキルベンゼ
ンスルホン酸及びそ
の塩（LAS）※２

ノニルフェノール※１全　亜　鉛

全公共用水域のう
ち、水域類型ごと
に指定する水域

０.０３㎎／L以下　０.００１㎎／L以下０.０３㎎／L以下
イワナ、サケマス等比較的低温
域を好む水生生物及びこれらの
餌生物が生息する水域

生 物 Ａ

０.０２㎎／L以下０.０００６㎎／L以下０.０３㎎／L以下

生物Ａの水域のうち、生物Ａの
欄に掲げる水生生物の産卵場
（繁殖場） 又は幼稚仔の生育場
として特に保全が必要な水域

生物特Ａ

０.０５㎎／L以下　０.００２㎎／L以下０.０３㎎／L以下
コイ、フナ等比較的高温域を好
む水生生物及びこれらの餌生物
が生息する水域

生 物 Ｂ

０.０４㎎／L以下　０.００２㎎／L以下０.０３㎎／L以下

生物Ａ又は生物Ｂの水域のう
ち、生物Ｂの欄に掲げる水生生
物の産卵場（繁殖場） 又は幼稚
仔の生育場として特に保全が必
要な水域

生物特Ｂ

備考
　基準値は、年間平均値とする。
※１　ノニルフェノールは、平成２４年８月２２日環境省告示第１２７号により追加。
※２　LASは、平成２５年３月２７日環境省告示第３０号により追加。
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※１　平成１７年４月１２日の埼玉県告示により、赤平川はA類型からAA類型に、入間川下流はB類型からA類型に、小畔川はC類型からB類型に指
定された。

※２　平成１８年３月２４日の埼玉県告示により、霞川はB類型に、古綾瀬川はD類型に、大場川はC類型に、唐沢川はB類型に指定された。
※３　平成２１年３月３１日の環境省告示により、荒川中流はB類型からA類型に指定された。
※４　平成２４年２月２４日の埼玉県告示により、芝川はD類型に、不老川はC類型に指定された。
※５　平成２５年３月２４日の埼玉県告示により、新河岸川と白子川はC類型に指定された。
※６　畷橋は平成２４年度及び２５年度欠測。

（３）BOD環境基準適合割合の推移

　ア　環境基準適合割合（全県）

　イ　水域別（荒川水系）

　ウ　水域別（利根川水系）

８６ 
８４ 

８７ 
８４ 

９２ 

８７ 

９２ 
８９ ８９ ９０ 適

合
割
合（
％
） 

（年度） 
６０ 

７０ 

８０ 

９０ 

１００ 

２５ ２４ ２３ ２２ ２１ ２０ １９ １８ １７ 平成１６ 

荒川水系 

新河岸川水系 

入間川水系 

９３ 
９３ 

９１ ９０ 
９６ ９１ 

９７ ９７ 
９５ 

９１ 
９０ 

８８ ８７ 

９２ 

８５ 

９１ 
９３ 

８７ 

９６ 
９８ 

９８ 

９４ 

９２ ８８ 

９７ 
９９ １００ １００ ９９ 

適
合
割
合（
％
） 

（年度） ２５ ２４ ２３ ２２ ２１ ２０ １９ １８ １７ 平成１６ 
７０ 

８０ 

９０ 

１００ 

利根川水系 

綾瀬川水系 

中川水系 

７５ 

７９ ８０ 

７２ 

８３ 
９１ 

８６ 

７５ 

６０ 

７９ 
８４ 

８１ 
８６ 

８６ 

６０ 

８８ 

８１ 

９２ 
８６ 

９３ 

７７ 

７８ 

８６ 

７７ 

８１ 

９５ 

９３ 

６５ 

適
合
割
合（
％
） 

（年度） 
５０ 

６０ 

７０ 

８０ 

９０ 

１００ 

２５ ２４ ２３ ２２ ２１ ２０ １９ １８ １７ 平成１６ 

８３ ８３ 

平成２５年度平成２４年度平成２３年度平成２２年度平成２１年度類
型地点名

基
準
点

番
号水域名

○２.４○２.４○３.０○２.６○２.８B森　　　下　　　橋　※２○９１唐 沢 川
×４.４×５.５×５.６×７.２×４.３B県道本庄妻沼線交差点○９２元 小 山 川
○０.６○０.６○０.６○０.８○０.８A神 流 川 橋○９３神流川（３）
○０.７○０.８○０.６○０.７○０.６A藤 武 橋○９４神流川（２）
３６４０３９４０３８環　 境　 基　 準　 達　 成　 数
８２９１８９９１８６環　境　基　準　達　成　率　（％）
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（４）生活環境項目の地点別年度平均値（平成２５年度）
　ア　河川

ノニルフェ
ノール
（㎎/L）

全亜鉛
（㎎/L）

全りん
（㎎/L）

全窒素
（㎎/L）

大腸菌群数
（MPN／１００mL）

DO
（㎎/L）

SS
（㎎/L）

COD
（㎎/L）

BOD
（㎎/L）pH地 点 名

基準点環
境
基
準

類　
　

型

地
点
番
号

河川名
区

分
生
物

一
般

０.０００１３０.０１７０.５９９.６１００,０００７.６７９.０６.９７.４笹 目 橋○○生物BC１

荒 川

荒

川

－－０.０８３２.２５,４００１０６３.３１.６７.９秋ケ瀬取水堰生物BA２
＜０.００００６０.００５０.０９２２.３８,５００１０７３.２１.３７.８治 水 橋○○生物BA３
０.００００６０.００７０.０８７２.１２６,０００１０１３３.１１.２７.７開 平 橋○○生物BA４

－－０.０７９１.９６０,０００９.９２３２.９１.０７.８御 成 橋生物BA５
＜０.００００６０.０１１０.０４７１.７１３,０００１０３２.６１.１８.２久 下 橋○○生物BA６
＜０.００００６０.００２０.０４３１.３６,６００１０３２.１０.８８.１正 喜 橋○○生物特BA７
＜０.００００６０.００３０.０４９１.２８２０１１２１.８０.７８.６親 鼻 橋○○生物AA８
０.００００６０.００３０.０１４０.６６５４０１１１０.８＜０.５７.８中津川合流点前○○生物AAA９
０.０００１４０.０２１０.３５４.８１０,０００５.９１９５.９３.９７.５八 丁 橋○○生物BD１０

芝 川
０.０００３２０.０３５０.３４４.２２７,０００５.０８５.１３.２７.５境 橋生物BD１１
０.０００２０.０１２０.２７４.４２１,０００６.３１３５.３３.４７.４山 王 橋○○生物BD１２新芝川

０.０００２０.０１４０.２８４.８１２０,０００５.９６５.５４.８７.５論 處 橋１３藤右衛
門 川 ０.０００３９０.０１４０.０９４４.６８４０,０００５.２９３.８２.８７.６柳 橋１４

０.０００１００.０１５０.４２１０－８.０１２７.７４.０７.５荒川合流点前１５菖蒲川

０.００００８０.０１９０.３０５.６－７.２１４６.０３.０７.５笹 目 樋 管１６
笹目川

０.００００７０.０２００.３０２.７８７,０００５.３８５.４２.８７.７市立浦和南高校脇１７
０.０００３００.０２１０.２３３.６９,３００６.５２２５.４３.５７.６中 土 手 橋○○生物BC１８

鴨 川
０.０００４５０.０４１０.２９４.６４,４００５.８１３５.８４.５７.６加 茂 川 橋生物BC１９
＜０.００００６０.００７０.１７３.７３３,０００１１１１４.７２.６８.０入 間 大 橋○○生物BA２０

入間川

入

間

川

０.００００６０.００６０.０９９２.７１８,０００１１６２.７１.１８.２落 合 橋○○生物BA２１
＜０.００００６０.００３０.１２３.１１２,０００１０３２.７１.０８.０初 雁 橋生物BA２２
０.００００７０.００５０.１６３.７１８,０００９.８２３.２１.１７.９富 士 見 橋生物BA２３
０.０００１５０.００４０.１９３.５８,２００９.９３３.４１.３７.９豊 水 橋生物BA２４
＜０.００００６０.００４０.０３２１.３４,２００１１１１.４０.６８.３給食センター前○○生物AA２５
０.００００６０.０１００.２５４.６３８,０００９.６１０４.６２.２７.６落 合 橋○○生物BB２６

越辺川 ＜０.００００６０.００８０.１８３.４１４,０００１１２２.３１.０８.０今 川 橋○○生物BA２７
＜０.００００６０.００５０.０８３２.３１１,０００１０１２.２１.０８.１山 吹 橋○生物AA２８
＜０.００００６０.００３０.０２２１.５１３,０００１１２１.７０.７７.９東 松 山 橋○○生物BA２９

都幾川
＜０.００００６０.００４０.１９１.６７１,０００１１２１.７０.８８.０明 覚○生物AA３０
＜０.００００６０.００６０.０７０２.０１７,０００１２２２.４１.１８.４兜川合流点前○○生物BB３１

槻 川
０.００００６０.００３０.０１５１.３１２,０００１１１１.５０.７８.２大内沢川合流点前○生物AB３２
＜０.００００６０.００２０.０１９２.２６,６００１０１１.００.６７.６高 麗 川 大 橋○○生物BA３３

高麗川
＜０.００００６０.００３０.０２５１.４６,０００１１１１.１０.６８.４天 神 橋○生物AA３４
＜０.００００６０.０１４０.３９４.８７８,０００１０１４５.６２.５７.９と げ 橋○○生物BB３５小畔川

＜０.００００６０.０１１０.２３６.７４５,０００１０３３.３１.４８.０大 和 橋○○生物BB３６霞 川

＜０.００００６０.００４０.０４５１.７１７,０００１０１１.８０.８８.１成 木 大 橋○○生物AA３７成木川

０.００００７０.０１７０.２８４.１－１２１７６.８３.６８.２徒 歩 橋○○生物BC３８
市野川

荒

川

＜０.００００６０.０２２０.４３２.５７８,０００１４８５.６２.３８.７天 神 橋○○生物BB３９
＜０.００００６０.０２１０.３６４.２１５０,０００１２９６.８３.４８.２八 幡 橋４０滑 川

０.００００６０.００５０.１６３.０９,１００８.２１６４.９１.９７.４吉 見 橋○○生物BB４１和田吉野川

＜０.００００６０.００３０.０４１１.３１,０００１１２１.４０.６８.３赤 平 橋○○生物AAA４２赤平川

＜０.００００６０.００４０.０６７１.８１２,０００１１２２.２０.９８.５原 谷 橋○○生物AA４３横瀬川

＜０.００００６０.００５０.０１０１.１２４０１０１１.４０.６８.０落 合 橋４４中津川

－０.０３４０.３２５.０－６.８２１５.８３.６７.５潮 止 橋生物BC４５

中 川

中

川

－０.０２３０.２０３.８－７.７２３５.３２.９７.５八 条 橋○○生物BC４６
－０.０１３０.１９３.７－６.９２９５.２２.８７.４弥 生 橋生物BC４７

０.００００６０.０２３０.１９３.９－７.０２８５.３２.７７.４豊 橋○○生物BC４８
０.００００８０.０７２０.１９２.６５９,０００８.０３６５.７２.６７.４松 富 橋生物BC４９
＜０.００００６０.０１６０.３５４.４－７.７２２４.９２.４７.３行 幸 橋生物BC５０
０.００００８０.０２２０.３６４.１－７.６２３５.２２.６７.４道 橋生物BC５１
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　イ　湖沼

ノニルフェノール
（㎎/L）

全亜鉛
（㎎/L）

全りん
（㎎/L）

全窒素
（㎎/L）

大腸菌群数
（MPN/１００mL）

DO
（㎎/L）

SS
（㎎/L）

COD
（㎎/L）pH地点名

基準点環
境
基
準

類　
　

型

地
点
番
号

河川名 生
物

一
般

０.００００６０.００２０.０１９１.２１３０９.３４２.２８.０湖心○○
湖
沼
生
物
A

湖
沼
A
Ⅲ

L１下久保ダム
貯 水 池

＜０.００００６０.００３０.０１４０.４４３３０８.４３２.２７.６湖心○○
湖
沼
生
物
A

湖
沼
A
Ⅲ

L２二 瀬 ダ ム
貯 水 池

０.００００６０.００２０.０１６０.８２２３０８.８４２.２７.８平　　　均

ノニルフェ
ノール
（㎎/L）

全亜鉛
（㎎/L）

全りん
（㎎/L）

全窒素
（㎎/L）

大腸菌群数
（MPN／１００mL）

DO
（㎎/L）

SS
（㎎/L）

COD
（㎎/L）

BOD
（㎎/L）pH地点名

基準点環
境
基
準

類
型

地
点
番
号

河川名
区

分
生
物

一
般

０.０００１６０.０２６０.２５４.６－５.２２４６.１３.４７.４内 匠 橋○○生物BC５２

綾瀬川

綾

瀬

川

－０.０３７０.２６４.２－５.１２１６.８３.８７.４手 代 橋生物BC５３
－０.０３２０.２７３.９－７.０１９６.１３.６７.５槐 戸 橋生物BC５４
－－－－－－－－－－畷　　　橋※生物BC５５
－０.０３３０.３０４.３１２,０００５.８１４６.１３.４７.５伝 右 橋５６伝右川

０.０００２４０.０６４０.３６５.６－５.５２０１１６.５７.３綾瀬川合流点前○○生物BD５７古綾瀬川

－０.０２５０.２９４.９１９,０００５.７１９６.３３.６７.５水 神 橋５８毛長川

０.０００１５０.０１９０.２９４.８－５.８１９６.５３.３７.５葛 三 橋○○生物BC５９大場川

中

川

＜０.００００６０.００６０.２２３.３６５,０００８.２１９５.５３.３７.４中 島 橋○○生物BC６０
元荒川 ０.００００７０.０１００.２４４.３２０,０００８.３２０５.１２.６７.５八 幡 橋生物BC６１

＜０.００００６０.０１２０.２１２.７６４,０００７.３１０４.４２.２７.５渋 井 橋生物BC６２
＜０.００００６０.０１３０.２０２.６５５,０００７.２１５３.８２.０７.５前 屋 敷 橋６３忍 川

＜０.００００６０.０１００.２４３.７８７,０００７.６２５６.２４.０７.３昭 和 橋○○生物BC６４新方川

＜０.００００６０.００５０.１４４.１６２,０００８.８１４５.２３.６７.４ふ れ あ い 橋○○生物BC６５
大落古
利根川 ０.００００８０.０１００.１３４.４２７,０００７.８１５５.０３.２７.３小 渕 橋生物BC６６

０.００００７０.０１４０.２８６.７－７.６１６５.１２.７７.５杉 戸 古 川 橋生物BC６７
０.００００８０.０２２０.４８８.４７４,０００７.４９５.８２.９７.２笹 目 橋○○生物BC６８

新河岸川新

河

岸

川

０.００００７０.０１２０.１８７.３３８,０００６.８１０３.８１.９７.２い ろ は 橋○○生物BC６９
０.００００６０.００５０.１２６.８２９,０００７.９８３.４１.６７.０旭 橋生物BC７０
０.００００８０.０１４０.２２７.１４３,０００７.４４４.３２.２７.４三 園 橋○○生物BC７１白子川

０.００００６０.０１００.０９２６.０２５,０００１１７２.２１.２７.８東 橋○○生物BC７２
黒目川

＜０.００００６０.００６０.０４５５.３２２,０００１０４１.７０.９７.６都 県 境 地 点生物BC７３
０.００００８０.０２１０.３３８.０２０,０００７.６４５.７２.７７.２栄 橋○○生物BC７４

柳瀬川
＜０.００００６０.００３０.２２３.８－１０３２.８１.４７.８二 柳 橋生物BC７５
＜０.００００６０.００６０.２８５.６３,４００１０２３.９１.５７.６中 橋７６東 川

＜０.００００６０.０１００.２９７.４１２０,０００９.５７７.０４.１７.７不 老 橋○○生物BC７７
不老川

０.００００９０.０２６０.１８８.１－９.５３７.３２.５７.５入 曽 橋生物BC７８
０.００００７０.０１００.１４２.４４７,０００９.３１７３.５１.５７.４栗 橋○○生物BA７９

利根川

利

根

川

－０.００８０.１１２.２１２,０００１０６２.７０.９７.５利 根 大 堰○○生物BA８０
－０.０１１０.１０２.１８,３００１０７２.７１.１７.４刀 水 橋生物BA８１
－０.００７０.０７８１.７８,８００１０７２.５０.９７.４上 武 大 橋生物BA８２
－０.００８０.０７９１.３５,４００１１８２.９０.８７.３坂 東 大 橋○○生物BA８３
－０.００８０.１１２.４９,１００９.７１９３.０１.４７.７流 山 橋○○生物BA８４

江戸川 －０.０１３０.１３２.４１４,０００９.４１９３.４１.５７.６野 田 橋生物BA８５
－０.０１５０.１２２.４１２,０００９.６１６３.９１.５７.６関 宿 橋生物BA８６

０.００００６０.００６０.３２５.３１６,０００,０００５.８５５.６３.７７.２昭 和 橋○○生物BB８７福 川

０.００００７０.０１４０.２６５.５１９,０００１１７４.５２.１８.０新 明 橋○○生物BB８８
小山川 ＜０.００００６０.０１００.１６３.９５３,０００１０５３.９１.８８.１一 の 橋○○生物BA８９

０.００００６０.００６０.０２９１.５９,１００１０２１.６０.７８.１新 元 田 橋○生物AA９０
＜０.００００６０.０１１０.３２４.９２３,０００１１９４.１２.０８.２森 下 橋○○生物BB９１唐沢川

０.０００１１０.０３５０.６４１０６２,０００８.８９６.１３.３７.８県道本庄妻沼線交差点○○生物BB９２元小山川

０.００００８０.００２０.０２３１.５１,７００９.７２１.７０.６７.９神 流 川 橋○○生物AA９３
神流川

－０.００１０.０２３１.５３,１００１０２２.００.６７.９藤 武 橋○○生物AA９４
０.００００９０.０１３０.２３.８２５０,０００８.８１１４.２２.２７.７平　　均

※　畷橋は欠測。
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BOD年度平均値（㎎/L）
地 点 名（所在地）河川名順位

２３年度２４年度２５年度

３.２４.０⑱６.９笹目橋（戸田市）荒 川１

６.０②６.５②６.５綾瀬川合流点前（草加市）古 綾 瀬 川２

５.５③５.５③４.８論處橋（川口市）藤 右 衛 門 川３

３.５⑳４.６⑩４.５加茂川橋（さいたま市）鴨 川４

３.９⑮３.８４.１不老橋（川越市）不 老 川５

３.９⑮３.５４.０昭和橋（越谷市）新 方 川
６

３.２４.０⑱４.０荒川合流点前（川口市・戸田市）菖 蒲 川

４.１⑫４.１⑯３.９八丁橋（さいたま市）芝 川８

４.０⑬４.７⑧３.８手代橋（草加市）綾 瀬 川９

４.４⑦４.８⑥３.７昭和橋（熊谷市）福 川１０

（６）BODの値からみた主要河川の地点別汚濁状況
　ア　BOD年度平均値の低い１０地点

BOD年度平均値（㎎/L）
地 点 名（所在地）河川名順位

２３年度２４年度２５年度

０.５①０.５①＜０.５中津川合流点前（秩父市）荒 川１

０.６⑤０.６④０.６給食センター前（飯能市）入 間 川

２

０.５①０.５①０.６高麗川大橋（坂戸市）高 麗 川

０.５①０.５①０.６天神橋（日高市）高 麗 川

０.７⑭０.６④０.６赤平橋（小鹿野町）赤 平 川

０.６⑤０.６④０.６落合橋（秩父市）中 津 川

０.６⑤０.６④０.６神流川橋（上里町・群馬県高崎市）神 流 川

０.６⑤０.７⑫０.６藤武橋（上里町・群馬県藤岡市）神 流 川

０.８⑱０.８⑮０.７親鼻橋（皆野町）荒 川

９
０.６⑤０.６④０.７東松山橋（東松山市）都 幾 川

０.６⑤０.６④０.７大内沢川合流点前（東秩父村）槻 川

０.７⑭０.６④０.７新元田橋（本庄市）小 山 川

　イ　BOD年度平均値の高い１０地点

（注）丸文字は各年度の順位（空欄は２１位以下）

クロロ
フィルa
（�/L）

りん酸
性りん
（㎎/L）

全りん
（㎎/L）

有機性
窒　素
（㎎/L）

硝酸性
窒　素
（㎎/L）

亜硝酸
性窒素
（㎎/L）

アンモニ
ア性窒素
（㎎/L）

全窒素
（㎎/L）

導電率
（mS/m）

SS
（㎎/L）

COD
（㎎/L）湖沼名

１７０.０１０.０５３０.３１０.４６＜０.０１＜０.１０.８４１６１２.４玉 淀 湖
５＜０.０１０.０２６０.４６＜０.０５＜０.０１＜０.１０.５０１５２５.０円 良 田 湖
７＜０.０１０.０３９０.４６＜０.０５＜０.０１＜０.１０.５４１２２５.７間 瀬 湖
６＜０.０１０.０２３０.４８０.６０＜０.０１０.１１.２１３３４.０鎌 北 湖
１０＜０.０１０.０３６０.４９０.４０＜０.０１＜０.１０.９５１３４３.９宮 沢 湖
７９０.１２０.２６２.５０.２６０.０１＜０.１２.８２６５７９.７伊 佐 沼
１１＜０.０１０.０３１０.４５０.２４＜０.０１＜０.１０.７８２１４４.５柴 山 沼
２４００.０７０.３６４.５＜０.０５＜０.０１＜０.１４.６２３５９３２山 ノ 神 沼
１４０＜０.０１０.１６３.４＜０.０５＜０.０１＜０.１３.５１９３６２９別 所 沼

（７）湖沼水質調査結果（平成２５年度）
【　夏　季　】

DO
（㎎/L）pH濁り色相透明度

（m）
全水深
（m）

水温
（℃）

気温
（℃）天候採取

時刻
採 取
年月日湖沼名

９.６８.７無し淡黄緑色２.１２１５.６５２６.９２５.７曇り１４：００H２５.８.２３玉 淀 湖
８.８７.９無し淡緑色２.１７１０.８３３０.４２８.３曇り１３：００H２５.８.２３円 良 田 湖
７.３７.５無し淡緑色１.６７１２.５４２９.５２６.９曇り１１：２０H２５.８.２３間 瀬 湖
６.３７.２無し淡緑色１.５０１５.９５２８.１３０.０晴れ１４：１０H２５.８.２６鎌 北 湖
１０８.８無し淡緑色１.６０８.６８２８.８３０.０晴れ１１：２０H２５.８.２６宮 沢 湖
１０８.７有り中緑褐色０.２９１.８２２８.５２７.５曇り１７：００H２５.８.２６伊 佐 沼
１０７.３無し淡黄緑色１.２５４.７０３０.７３３.０曇り１１：００H２５.８.２１柴 山 沼
１２８.８有り濃黄緑色０.２３１.７０３１.６３１.６晴れ１３：２０H２５.８.２１山 ノ 神 沼
１５９.７有り中黄茶色０.４０１.４０３５.７３１.１曇り１５：５０H２５.８.２１別 所 沼

※　各湖沼とも表層水（水面下０.５m）を採取した。
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4
クロロ
フィルa
（�/L）

りん酸
性りん
（㎎/L）

全りん
（㎎/L）

有機性
窒　素
（㎎/L）

硝酸性
窒　素
（㎎/L）

亜硝酸
性窒素
（㎎/L）

アンモニ
ア性窒素
（㎎/L）

全窒素
（㎎/L）

導電率
（mS/m）

SS
（㎎/L）

COD
（㎎/L）湖沼名

＜２０.０２０.０３２０.１５１.２０.０１０.２１.６１８１１.７玉 淀 湖
９＜０.０１０.０１７０.３５０.９６＜０.０１０.１１.４１４２３.９円 良 田 湖
５＜０.０１０.０１００.３２１.８＜０.０１＜０.１２.２１１１２.７間 瀬 湖
１０＜０.０１０.０１９０.２５１.４＜０.０１＜０.１１.８１１１１.８鎌 北 湖
１５＜０.０１０.０２３０.６５０.４０＜０.０１０.２１.２１３３４.５宮 沢 湖
６２０.０３０.２５０.７９＜０.０５＜０.０１０.１０.９１２３５６１１伊 佐 沼
１４＜０.０１０.０３８０.４４１.４＜０.０１＜０.１１.９２４１０３.９柴 山 沼
１０００.０１０.３３４.６１.３０.０２０.２６.３１９１７２３山 ノ 神 沼
２３＜０.０１０.０５５０.８５１.１＜０.０１０.７２.７２５１２７.５別 所 沼

【　冬　季　】

※　各湖沼とも表層水（水面下０.５m）を採取した。

（８）県全域水質汚濁発生源総括表（平成２４年度）

※「排水量」及び「BOD負荷量」は「基礎データ」を基に計算。

BOD負荷量
（t／日）
（構成比％）

排水量
（×１０３�／日）

基礎データ区　　　　　　　　　分

７.３１,４９９５,４６３千人下 水 道

生活系

０.１７３６１１２　〃５０１～ 合 併 処 理 浄 化 槽
１０.５１９９７１１　〃～５００合 併 処 理 浄 化 槽
０.０００　〃５０１～単独処理浄化槽
３.８７１８２８　〃～５００単独処理浄化槽
０.０２４５１５４　〃し 尿 処 理 場
０.００４.５　〃そ の 他
３６.５１９１９８７　〃雑 排 水

５８.３（７４.９％）２,００１７,２７３　〃小　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 計
０.９１８６２７　件下 水 道

産業系
３.６３１０１,７６５　〃規 制 対 象 事 業 場
５.９６６－　〃そ の 他 の 事 業 場

１０.４（１３.４％）５６２－小　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 計
０.００.０２７　件下 水 道

畜産系

０.０２００.３１　〃規 制 対 象 畜 舎
２.１０.３３２１百頭牛

その他
の畜舎

２.２０.１１,０８３　〃豚
０.０７００.０１１　〃馬

４.４　（５.７％）０.７（全飼育頭数）
１,４１９　〃小　　　　　　　　　　 計

１.１２３２２７　件下 水 道

その他系
０.５－６２,８５３　ha山 林
０.４－４１,６２８　〃水 田
２.７－２７５,３２７　〃そ の 他

４.７　（６.０％）２３２３７９,８０８　〃小　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 計

７７.８　（１００％）２,７９６－　　－合　　　　　　　　　　計

DO
（㎎/L）pH濁り色相透明度

（m）
全水深
（m）

水温
（℃）

気温
（℃）天候採取

時刻
採　取
年月日湖沼名

１２７.７無し淡黄緑色５.７５１６.５５４.３６.８晴れ１４：３０H２６.２.６玉 淀 湖
１２７.４無し淡緑色２.７０７.９１４.０２.１晴れ１３：３０H２６.２.６円 良 田 湖
１２７.２無し淡緑色４.０９１６.１２３.９１.６晴れ１０：３０H２６.２.６間 瀬 湖
１２７.４無し淡緑色２.８５１２.５５４.８４.０晴れ１３：２０H２６.２.７鎌 北 湖
１２７.６無し淡緑色２.１５７.２５４.９３.７晴れ１０：４０H２６.２.７宮 沢 湖
１４７.７有り濃緑褐色０.３００.５０５.５４.０晴れ１６：３０H２６.２.７伊 佐 沼
１１７.４無し淡黄緑色１.０６３.６９６.０３.８雨１０：２０H２６.２.４柴 山 沼
１６９.７有り濃黄緑色０.２９１.３３７.１２.０雪１１：４０H２６.２.４山 ノ 神 沼
１２７.７有り淡黄茶色０.７６１.２５８.２２.０雨１４：２０H２６.２.４別 所 沼
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ときがわ町 

（熊谷市、行田市、秩父市、加須市、深谷市、 

皆野町、美里町、寄居町） 

（本庄市、神川町、上里町） 

（５２） 

（８） 

（３） 

（１０）埼玉県における総量規制
　①指定地域（太線枠内）（平成２６年４月１日現在） 

※は指定排水工場等 
◎及び※は 
届出数＝規制対象数 

届出 
規制対象 

０ 
２００ 
４００ 
６００ 
８００ 
１,０００ 
１,２００ 
１,４００ 
１,６００ 

１,０４０ 

１８ 

９３２ 

１６１ 
５８ 
９ 
 

７４ ５４ １９４ 

１,４８０ 

１１８ 

４１９ 
３０７ 

９ 
 

１３３ 
７４ 

２３９ 

５４ 

６８７ 

３９４ 

８１３ 

１９４ 
２５８ 

１９４ 

１,４８０ 

１７５ 

１,４４８ 

３７ 
２１４ 

１１８ 

４３０ 
４１９ 

９３６ 

７３２ 

３０７ 
２２ ２４ ５０ １６ ５５ ２３ １ 

パ
ン
菓
子
製
造
業
※ 

カ
ッ
ト
野
菜
加
工
※ 

飲
食
店
※ 

コ
ル
ゲ
ー
ト
マ
シ
ン
※ 

特
定
給
食
施
設
等
※ 

共
同
調
理
場
・
病
院
等
※ 

弁
当
仕
出
・
製
造
※ 

そ
の
他
の
特
定
事
業
場 

指
定
地
域
特
定
施
設
◎ 

下
水
道
終
末
処
理
施
設 

　
し
尿
処
理
施
設
◎ 

試
験
研
究
機
関 

自
動
式
車
両
洗
浄
施
設 

洗
た
く
業 

飲
食
店
等 

旅
館
業 

金
属
製
品
製
造
業 

窯
業 

化
学
工
業 

繊
維
工
業 

食
料
品
製
造
業 

畜
産
農
業 

生活排水 

産業排水 

第１次 
５９年度実績 

第２次 
元年度実績 

第３次 
６年度実績 

第４次 
１１年度実績 

第５次 
１６年度実績 

第６次 
２１年度実績 

５０ 

１４ 

５ 

６９ 

生活排水 

産業排水 

５５ｔ／日 

３８ 

１２ 
６ ５ 

１１年度実績 第５次 
１６年度実績 

第６次 
２１年度実績 

第５次 
１６年度実績 １１年度実績 第６次 

２１年度実績 

４.１t／日 

６.５ｔ／日 
３.７ｔ／日 
生活排水 

１.３ｔ／日 
産業排水 
１.５ｔ／日 
その他 

０.４ 

０.６ 

３.５t／日 

２.８ ２.５ 
０.５ ０.５ 
０.８ ０.８ 

②化学的酸素要求量 ③窒素含有量

④りん含有量 

（９）特定事業場・指定排水工場等の業種内容（平成２５年度・政令市等を含む）   
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行　政　処　分排水基準
超過件数

排水検査
検査数

立入検査
件数 注　意改善勧告改善命令一時停止命令

６３
（６.３％）

１２
（１.２％）

１
（０.１％）

０
（０.０％）

７６
（７.５％）

１,００８１,４９７県

１４１
（１２.７％）

７
（０.６％）

０
（０.０％）

０
（０.０％）

１４８
（１３.３％）

１,１１０１,２８１政令市等

２０４
（９.６％）

１９
（０.９％）

１
（０.０％）

０
（０.０％）

２２４
（１０.６％）

２,１１８２,７７８合　計

生活排水対策推進
協議会設置年月

生活排水対策推進
計画策定年月

生活排水対策重点
地域指定年月日

関連流域市町村流　域　名

平成５年４月
第１次　平成４年３月
第２次　平成１９年３月

平成３年８月９日
川越市、所沢市、
狭山市、入間市

不老川流域

平成５年１０月平成５年３月平成４年７月６日本庄市、上里町元小山川流域

平成８年３月平成７年３月平成６年３月１０日
加須市、羽生市、
久喜市

中川上流域

平成１４年１１月平成１４年３月平成１２年９月６日秩父市、小鹿野町赤平川流域

平成１５年１１月平成１５年３月平成１４年２月１８日
秩父市、横瀬町、
皆野町、長�町

荒川上流域

平成１７年２月平成１６年３月平成１４年１２月１９日
嵐山町、小川町、
ときがわ町、東秩父村

槻川・都幾川
上流域

※　（　）内は排水検査件数に対する同欄件数の割合

２５年度２４年度２３年度２２年度２１年度２０年度１９年度１８年度１７年度１６年度１５年度１４年度１３年度

５７３５６７５５３５４８５４２５３３５２６５１８５１１５０１４９６４８９４８２処理人口（万人）整備
状況 ６７９６７３６６５６５４６４４６３３６２２６０８５９９５８６５７５５６４５５１処理面積（�）　

７８.６７７.９７７.４７６.７７６.１７５.２７４.５７３.５７２.９７１.６７１.０７０.４６９.６処理人口普及率（％）

１７.９１７.７１７.５１７.２１６.９１６.７１６.４１６.０１５.８１５.４１５.１１４.９１４.５処理面積整備率（％）

（１１）排水基準超過に対する行政措置状況（平成２５年度）

（１２）生活排水対策重点地域の指定状況（平成２５年４月１日現在）

（１３）浄化槽設置基数及び浄化槽整備事業の推移

（１４）下水道普及状況

浄化槽整備事業（県費補助）浄化槽設置基数

補　助　額
（千円）補助基数（基）市町村数合併処理浄化

槽の割合（％）
うち合併処理
浄化槽（基）

総設置基数
（基）

３８４,２９３３,５８５６９１９.７１２３,９２１６２７,５４１１３年度

３０２,６３６３,３６９７１２１.２１３５,０８９６３８,７０９１４年度

３０８,７２０３,３５４７２２２.５１４６,２７５６４９,８９５１５年度

３０６,４４７３,４７２７２２４.０１５８,８６６６６２,４８６１６年度

２２０,１０８３,０７１５５２５.４１７１,４０６６７５,０２６１７年度

２０８,７９６２,７４４５２２６.８１８４,４９８６８８,１１８１８年度

２１４,０３４２,４９７５３２９.４１８０,９０２６１６,３５１１９年度

１７１,４２２２,３６５５３３０.８１８９,００１６１３,０９８２０年度

１５３,６８３２,０８０４６３２.２１９６,６７５６１１,５７４２１年度

１４６,６８９１,９７０４４３５.２１９９,３８３５６６,４６９２２年度

２８５,５２９８９４４５３８.３２１０,８９３５５１,３１７２３年度

４３５,７９６１,２１３４７３９.２２０６,７０２５２６,８４１２４年度

４３０,９２１１,２４０４９※４０.６２１４,２９０５２７,６６６２５年度

※　皆野・長�上下水道組合含む
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現　　　　　　況全体計画
処理開始
年 月 日

事業着手
年 月 日 処理区域内

人口（人）
処理水量
（�／日）

処理能力
（�／日）

処理区域内
人口（人）

処理能力
（�／日）

１,８２１,３４４６５０,１０７１,０７０,４００
８系列１,７６４,５００８９５,４００

８系列
昭和４７年
１０月１日

昭和４２年
３月２７日

荒 川
水循環センター

荒川左岸
南 部

３２７,０８５１４１,０７４２２３,７５０
３.５系列４３４,３００２３３,１００

５系列
昭和５６年
４月１日

昭和４６年
１２月１３日

元 荒 川
水循環センター

荒川左岸
北 部

１,５８６,７７９
５０７,１０４７００,８６０

５系列
１,５７４,０００

８
系
列

７８９,９００

昭和５６年
４月１日

昭和４６年
１２月１３日

新 河 岸 川
水循環センター

荒川右岸
５０,９６９５０,９５０

２系列
３
系
列

平成１８年
４月１日－新 河 岸 川 上 流

水循環センター

１,３０１,５０３３９４,５４７５４９,５８０
８系列１,４５４,０００７６５,０００

１４系列
昭和５８年
４月１日

昭和４８年
３月２９日

中 川
水循環センター中　　川

１１１,８４１４２,６８６７５,０００
３系列１３１,６００８９,５００

４系列
昭和５８年
４月１日

昭和５２年
９月１７日

古 利 根 川
水循環センター古利根川

１６,９７１４,４３３１０,１５２
１.５系列２５,６００１５,９００

３系列
平成４年
４月１日

昭和６１年
３月１５日

荒 川 上 流
水循環センター荒川上流

３６,０２５１０,６３２１７,６００
３系列４２,２００２２,８００

４系列
平成６年
４月１日

平成元年
１０月３日

市 野 川
水循環センター市 野 川

４８,０５４１３,５４３３０,０００
２系列１２０,８００７７,７００

５系列
平成２１年
４月１日

平成１７年
３月１４日

小 山 川
水循環センター

利 根 川
右 岸

５,２４９,６０２１,８１５,０９５２,７２８,２９２５,５４７,０００２,８８９,３００－－－計

（１６）流域下水道の計画と現況（平成２６年４月１日現在）

（注）処理水量は、２５年度実績（日平均）であり、計欄は、各流域処理水量（�／日）の合計値である。

ときがわ町 

ふじみ野市 

（注１）単独公共下水道は、一部事務組合が事業主体となる下水道を含む。（坂戸、鶴ヶ
島下水道組合、毛呂山・越生・鳩山公共下水道組合及び皆野・長辰上下水道組合
の３組合） 

（１５）埼玉県流域下水道・公共下水道計画現況（平成２６年４月１日現在）

項　目

流域名 処理場
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油類の流出 
１１６件 
５１%

魚類のへい死 
５６件 
２５%

着色水・濁水 
３５件 
１６%

その他 
１９件 
８%

現象別件数 
総数２２６件 
（１００%） 

自然現象 
１５件 
２７%

不明 
３８件 
６８%

その他 
２件 
３%

工場・事業場等からの排水 
１件 
２%

魚類のへい死 
総数５６件 
（１００%） 

工場・事業場等からの排水 
２１件 
１８%

不明 
４１件 
３５%

その他 
２２件 
１９%

交通事故等 
２１件 
１８%

工事現場等 ３件　３%

油類の流出 
総数１１６件 
（１００%） 

不法投棄 ８件　７%

（１７）異常水質事故の現象別発生件数（平成２５年度）

（１８）異常水質事故における魚類のへい死の発生原因内訳（平成２５年度）

（１９）異常水質事故における油類の流出の発生原因内訳（平成２５年度）
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２５年度２４年度２３年度２２年度２１年度１８年度１５年度１２年度９年度平成　
６年度６０年度５５年度昭和　

５０年度区　　　分

３４９３４１３３３３２３２９９２６７２２７１６９９３６０６１１雨 水 の 利 用

７５７５７５７５７２７１５８５６４６４２１２６０業務ビル等の各施設から
発生した下水の再利用

２３２３２３２３２３２２２２２２２１２１１６８３下 水 道 処 理 場 の
処 理 水 の 利 用

４９４９４９４９４９４９４０３４２４２３１３９２工業用水道用水の利用

４９６４８８４８０４７０４４３４０９３４７２８１１８４１４６４７２４６計

（２０）雑用水利用施設の推移

（注）施設数について、平成１８年度までは埼玉県長期水需給の見通し（平成１９年１２月）から掲載。
　　　平成２１年度以降は土地水政策課の調査による。

（２１）原水別・利用用途別雑用水利用の状況（平成２５年度）

施 設 数そ の 他環 境 ・
修 景 用洗浄用水洗　 車散水用水冷 房 ・

冷 却 用
水　 洗
ト イ レ原水別用途別施設

３４９４１１９１１７１２４１３２３０雨 水 の 利 用

７５２７５４１８１５６４業務ビル等の各施設から
発生した下水の再利用

２３５２２４０１２０２下 水 道 処 理 場 の
処 理 水 の 利 用

４９１８３１５０９３５２９工業用水道用水の利用

４９６６６３１５５１１１５２８３３２５計

（注）雑用水を複数の用途に使用している例が多いため、施設数と用途別件数の合計は一致しない。

平　成　２２　年平　成　２１　年平　成　２０　年年次
地域名 計工業用建築物用水道用計工業用建築物用水道用計工業用建築物用水道用

６９.２１１.５３.５５４.２５９.７１１.４２.９４５.４５７.８１３.６１.９４２.３東部地域

１６５.４３０.１３.７１３１.６１４４.８２８.１３.５１１３.２１５４.８３７.２２.１１１５.５中央部地域

１６７.３４０.６１２.９１１３.８１５７.８４０.２１２.０１０５.６１５７.１４４.５１０.２１０２.４西部地域

８７.１１９.１３.４６４.６８７.０１８.７３.０６５.３９１.５２１.２２.８６７.５北東部地域

２７.２４.４０.８２１.９２９.５５.２０.６２３.７３１.４５.２０.９２５.３比企地域

１９３.７５２.９３.３１３７.５１９３.６５２.７４.３１３６.６１９８.６５４.５３.８１４０.３北部地域

７１０.０１５８.７２７.５５２３.８６７２.４１５６.３２６.３４８９.８６９１.２１７６.２２１.７４９３.３
計

１００％２２.４％３.９％７３.８％１００％２３.２％３.９％７２.８％１００％２５.５％３.１％７１.４％

平　成　２５　年平　成　２４　年平　成　２３　年年次
地域名 対前年比（％）計工業用建築物用水道用計工業用建築物用水道用計工業用建築物用水道用

９９.７６４.７１０.８３.３５０.６６４.８１２.６３.２４９.０６６.０１０.８３.３５１.９東部地域

１０１.２１５７.８２５.３３.９１２８.５１５５.９２６.９４.１１２４.８１５２.７２６.７４.０１２２.０中央部地域

９８.７１５１.６３５.８１０.２１０５.７１５３.７３６.５１２.２１０４.９１５３.４３６.８１２.２１０４.４西部地域

９７.８７６.１１９.５２.９５３.６７７.８１８.２３.５５６.１８１.３１８.７３.４５９.２北東部地域

９６.７２３.８３.２１.０１９.７２４.６３.３１.０２０.３２６.０４.１０.７２１.１比企地域

９６.４１８０.５４７.６２.８１３０.１１８７.２５０.５３.４１３３.３１８８.７５２.２３.３１３３.２北部地域

９８.６６５４.５１４２.２２４.１４８８.２６６４.０１４８.０２７.５４８８.５６６８.０１４９.３２６.９４９１.７
計

－１００％２１.７％３.７％７４.６％１００％２２.３％４.１％７３.６％１００％２２.４％４.０％７３.６％

（単位：千�／日）

注　（１）　水道用は採取量報告に基づく数量。
　　（２）　建築物用は条例に基づく採取量報告と建築物用地下水の採取の規制に関する法律に基づく採取量報告数値を合

算。
　　（３）　工業用は条例に基づく採取量報告と工業用水法に基づく採取量報告を合算。
　　　　　但し、２種指定地域やその他の地域は工業統計による数値を採用。

（２２）地域別地下水採取量
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ときがわ町 

●・○は観測所 
（うち○は、さいたま市の観測所） 
　　は、テレメータ設置観測所 

岩槻観測所 

大宮観測所 

浦和東観測所 

（２３）地盤沈下・地下水位観測所分布図（平成２６年４月１日現在）

観測市町村年間最大
沈下量年次観測市町村年間最大

沈下量年次観測市町村年間最大
沈下量年次

越谷市２.２１３年久喜市（旧鷲宮町）６.７昭和５６年

川口市

１８.７昭和３６年

加須市（旧北川辺町）２.４１４年久喜市（旧栗橋町）５.３５７年２３.６３７年

所沢市２.５１５年久喜市（旧鷲宮町）５.２５８年２０.８３８年

越谷市４.７１６年

久喜市（旧栗橋町）

６.０５９年１８.８３９年

久喜市（旧栗橋町）１.８１７年５.６６０年１８.５４０年

加須市（旧大利根町）

１.９１８年４.７６１年１５.６４１年

２.７１９年４.８６２年１６.５４２年

１.１２０年５.４６３年戸田市１６.０４３年

所沢市１.６２１年４.６平成元年草加市１３.８４４年

加須市
２.４２２年４.４２年朝霞市２０.９４５年

１２.５＊２３年４.２３年新座市１９.４４６年

幸手市２.３２４年加須市（旧北川辺町）４.７４年

所沢市

２３.８４７年

加須市２.３２５年
久喜市（旧鷲宮町）

３.２５年２５.２４８年

＊平成２３年３月１１日の東北地方太平洋
沖地震に伴う地殻変動による地盤沈下
の影響が大きいため参考値とする。

４.８６年２７.２４９年

越谷市４.４７年１４.７５０年

久喜市（旧栗橋町）４.０８年１４.１５１年

越谷市
３.４９年９.８５２年

２.４１０年久喜市（旧鷲宮町）１２.５５３年

久喜市（旧鷲宮町）
３.３１１年久喜市（旧鷲宮町・旧栗橋町）９.６５４年

２.９１２年久喜市（旧鷲宮町）７.９５５年

（２４）年間最大沈下量　経年変化 単位：㎝
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（２５）利根川水系・荒川水系水資源開発施設現況図（平成２６年４月１日現在）

吉見浄水場 吉見浄水場 


